
　

東
京
湾
に
臨
む
恵
ま
れ
た
環
境
に
位
置

す
る
千
葉
西
高
校
。
生
徒
の
多
く
が
四
年

制
大
学
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
中
堅
の
進

学
校
で
あ
る
。

　

同
校
で
は
、２
学
年
の
秋
の
修
学
旅
行
が

終
わ
っ
た
あ
と
が
、ス
イ
ッ
チ
の
切
り
替
え
時

期
。
３
学
年
か
ら
の
文
理
に
よ
る
ク
ラ
ス
分

け
を
目
前
に
ひ
か
え
、科
目
選
択
も
終
了
。

志
望
校
を
真
剣
に
考
え
始
め
る
生
徒
が
多

い
の
が
こ
の
時
期
だ
。

進
路
実
現
に
向
け
て

初
め
て
の
〝
個
別
〞作
業

　

こ
の
２
学
年
の
3
学
期
と
い
う
時
期
に

合
わ
せ
て
導
入
し
て
い
る
の
が
、『
進
学
事

典
』を
使
っ
た
学
校
調
べ
。１
月
、ま
ず
生
徒

に『
進
学
事
典
』を
１
冊
ず
つ
配
布
。
生
徒

は
学
校
や
自
宅
で
興
味
の
あ
る
学
校
を
少

な
く
と
も
３
校
選
び
、事
典
に
つ
い
て
い
る

資
料
請
求
は
が
き
を
使
い
各
自
で
学
校
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
取
り
寄
せ
る
。事
典
と
、自
宅
に

届
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、２
月
の
L
H
R
の

時
間
に
学
校
に
持
っ
て
行
き
、一
斉
に
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
を
使
っ
た
学
校
調
べ
を
行
う
と
い
う

流
れ
だ
。

 

「
学
校
選
び
、ワ
ー
ク
シ
ー
ト
と
と
も
に
、

〝
自
分
で
考
え
て
行
う
〞と
い
う
の
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
。２
学
年
の
秋
ま
で
に
行
う
進
路
指

導
は
、進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
ほ
と
ん
ど
が

全
体
に
向
け
て
の
も
の
。
個
人
個
人
が
落

ち
着
い
て
取
り
組
む
学
習
は
、こ
の
学
校
調

べ
が
ほ
ぼ
初
め
て
と
な
り
ま
す
」と
３
学
年

主
任
の
杉
浦
健
爾
先
生
。
杉
浦
先
生
は
、

昨
年
、２
学
年
主
任
と
し
て
学
校
調
べ
に
携

わ
っ
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は『
進
学
事
典
』や
学
校
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
な
が
ら
書
き
込
む
内
容
に

な
っ
て
い
る
。
何
を
学
ぶ
か
と
い
っ
た
こ
と
や

初
年
度
納
入
金
な
ど
は『
進
学
事
典
』で
、

入
試
制
度
や
学
生
支
援
制
度
に
つ
い
て
は
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
で
調
べ
て
書
き
込
む
。「
通
学
の

交
通
手
段
も
調
べ
ま
す
。
す
る
と
、漠
然
と

○
○
大
学
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
生
徒

が
、興
味
の
あ
る
学
部
は
通
え
な
い
場
所
に

あ
る
と
気
づ
い
た
り
し
ま
す
。ワ
ー
ク
シ
ー
ト

を
埋
め
る
た
め
に
は
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
か
な

り
読
み
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、隅
々
ま
で

目
を
通
す
こ
と
で
学
校
選
び
の
視
点
も
広

が
る
と
思
い
ま
す
。
進
路
が
ま
だ
漠
然
と
し

て
い
る
生
徒
に
と
っ
て
は
、具
体
化
す
る
た

め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
最
適
な
作
業
に
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
」と
、進
路
指
導
部
の
山

﨑
美
奈
子
先
生
は
言
う
。

　

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
担
任
が
回
収
し
、ど
の

学
校
を
選
ん
で
い
る
か
、見
当
違
い
の
こ
と

を
書
い
て
い
な
い
か
な
ど
基
本
的
な
チ
ェッ
ク

を
し
て
、す
ぐ
に
生
徒
に
返
却
。「
さ
ら
に
深

く
調
べ
る
と
か
、保
護
者
と
相
談
す
る
と

か
、フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
沿
っ
て
３
校
以
外
の
学
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校
も
調
べ
て
み
る
と
か
、自
分
た
ち
で
活
用

す
る
よ
う
促
し
て
い
ま
す
」（
山
﨑
先
生
）。

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
活
用
で

生
徒
の
自
覚
を
促
す

　

各
自
が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
取
り
寄
せ
る
こ

と
に
し
た
の
は
昨
年
度
か
ら
。
そ
れ
ま
で
は

『
進
学
事
典
』だ
け
を
使
い
学
校
調
べ
を
行

っ
て
い
た
。「
今
の
生
徒
た
ち
は
い
つ
で
も
ス
マ

ホ
で
調
べ
ら
れ
る
か
ら
と
、逆
に
の
ん
び
り
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
資
料
請
求
と

い
う
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、ア
ナ
ロ
グ
の
資

料
を
き
ち
ん
と
読
み
込
ん
で
調
べ
る
こ
と

は
、生
徒
の
自
覚
を
促
す
の
に
有
効
」と
杉

浦
先
生
は
言
う
。

　

確
か
に
生
徒
た
ち
に
自
覚
が
生
ま
れ
て
い

る
実
感
も
あ
る
。
山
﨑
先
生
に
よ
る
と
、

「
昨
年
度
は
、春
休
み
に
自
主
的
に
大
学
見

学
に
行
く
と
い
う
生
徒
が
多
く
い
ま
し
た
」

と
の
こ
と
。
言
わ
れ
た
こ
と
は
き
ち
ん
と
こ

な
す
ま
じ
め
な
生
徒
が
多
い
と
い
う
同
校

で
、今
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、生
徒
の
自

主
自
立
。「
自
分
で
書
い
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を

そ
の
後
、ど
う
活
用
す
る
か
。そ
う
い
っ
た
と

こ
ろ
に
も
自
主
性
を
育
む
ヒ
ン
ト
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
生
徒
が
自
分
の

進
路
と
向
き
合
っ
て
行
動
を
起
こ
し
た
と
い

う
こ
と
を
評
価
し
て
、自
立
を
促
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」（
杉
浦
先
生
）

■ 学校比較シート（詳細版）

■ 各担任への連絡事項

実際のワークシートはこれが３校分比較できるようになって
いる。左側は『進学事典』で調べる項目、右側は取り寄せ
たパンフレットで調べる項目。LHRの時間に３校分を調べて
記入するが、時間内には終えられず、課題として持ち帰る
生徒も少なくない。調べなくてはならないことがいかに多い
かを知ってもらうのにも有効。

学校調べのために各担任に配布した指導案。授業の目的
や注意事項が書いてある。

リクルートサービスを活用した指導実践例 進学事典

３学年主任
杉浦健爾先生（右）
進路指導部
山﨑美奈子先生（左）

「自分で調べるということはとても大切。学校調べをきっか
けに当事者意識をもってほしい」（杉浦先生）。「たくさんの
情報に触れて、悩んで悩んで進路を決めてほしいと思いま
す」（山﨑先生）

「その時、感じた
気持ちを生徒に
反芻してほしいか
ら」、行事のたび
にポスターを作
り、掲示する。

宮城・仙台白百合学園高校、山形大学教育学部
（現地域教育文化学部）卒。山形県立谷地（やち）
高校７年、楯岡（たておか）高校７年を経て09年より
現任校へ。担当教科は国語。新規採用から19年の
うち16年進路指導に携わる。「自分たちがつながり、
学び合うことが生徒の役に立つ」と、高校の進路指
導に携わる女性の先生有志で「進路女子会」を結
成。さまざまな研究会に参加するため、全国も飛び回
る。高校では生徒とバンドやボランティア活動も。15
歳と３歳の母親でもある。

山形・県立新庄北高校

延
のべさわ

沢恵理子先生（41歳）

タイムリーな情報や大人の意見を掲載する。特に、時事問題につ
いてはいくつか違った角度からの見方や解釈などを例示し、多様
な考え方があることを伝える。（福岡県）

不定期にしないこと。月1回なら、いつ発行するか明示する。定期
便になると生徒は心待ちにしてくれる。生徒の誕生日や部活動の
試合予定、生徒間のリレーエッセイなど、生徒の知りたいことや生
徒の情報を載せると興味をもってくれる。（福岡県）

「クラス通信」はローテーションで班ごとに制作させている。教科担
当の先生のインタビューや、クラスで話題になっていること、担任か
らの一言など、生徒が自ら企画し、原稿に手書きで記入。教員の
視点とは異なる内容に仕上がった。（埼玉県）

生徒の声や写真を載せるとよく読んでくれる。生徒がよく知る人の言
葉も効果的なので、こちらが伝えたいメッセージを代弁してくれる記事
は結構探している。最近だとサッカーの長友佑都選手の本からの引
用は好評だった。（京都府）

年度初めは似顔絵付の自己紹介カードを書かせた。それ以外では
生徒の長所を探して通信で褒めたり、生徒に好きな言葉を書かせ
て紹介したり。また、行事の写真もそのつど掲載。ある反抗的な生
徒の家庭訪問をしたら、その写真のいくつかを部屋に貼っていた。
それ以来関係が良好になった。（北海道）

 「教師の10年なんてあっという間。つながら
なくてもいいから、何かしら積み上げていくよ
う心掛けてごらんなさい」という恩師の言葉
を受け、毎年を有意義にするため、自分の学
びのテーマを決めている。
 「担当が国語なので、今年は読む力を生徒
に身につけてもらうように頑張ろう、今年は
書く力を伸ばそうといった具合に、何か一生
懸命自分自身も取り組めるテーマを決めて
過ごしてきました」。延沢先生自身、10代の
ころ、自分の中にあるものをうまく言葉にでき
なくてもどかしかった。だからこそ「生徒から
本音を聞き出してあげたいし、同じ土俵で私
自身も本音を語りたい」と語る。
　授業も生徒が本当に感じていることを引
き出しながら展開できないかと思い、そのた
めの試行錯誤を繰り返している。
　どの生徒も伸ばす、がポリシーだ。「それ
が教師の使命だと思う」ので、一人ひとりを
見て指導にあたる。「別の恩師から教わった
ことですが、データで語り、データを疑うという
ことを心がけています。データはあくまで統
計学。人間は平均値ではないから、一律の
指導ではダメだと思う」

　生徒にはちょっと高めの目標にチャレンジ
してもらう。「生徒が少し背伸びをして頑張っ
ている姿は見ていて清 し々い」。そして、少し
でも高みへ行けた生徒は必ず褒める。「苦
労をやり甲斐に変えるのは、他人からの『よ
くやったね』『すごいね』というひと言。認めら
れると次も頑張る力が湧いてくるものです、
人間って」。

進路は人づくり
一人で頑張れる生徒を育てたい

　進路指導も結局は人づくり。最終的に
一人でも頑張れる人になってほしい。「団結
してみんなで頑張ることも大切だけど、追い
込まれた時、自分一人でもがんばれる人に
ならないと。どんな環境に置かれても、ベスト
を尽くせる人になってもらいたい」
　出身は仙台。震災で思い出の地の一部
を失った。そのせいか最近、自分の使命＝
「命の使い方」について考える。「これまでさ
まざまな人や生徒たちにたくさんのものをも
らった。それらを次世代へ橋渡ししていくこと
が今の私の使命だと思っています」

「どの生徒も伸ばす。それが教師の使命」と延沢恵理子先生。そのために徹底的に対
話し、言葉ではないところにある本心に耳を傾けるようにしています。

「これがいい！」と思ったらブルドーザーのように突き進む行動派。でも細や
かな感受性もあり、常に周りを配慮されています。さまざまな研究会に参加
されていますが、その切磋琢磨もすべて生徒のためという軸が絶対にぶれ
ない。そこが素晴らしいです。（青森・県立弘前高校　千葉栄美先生）

「言葉に魂を込める」ことが大切。多少青臭いことでも魂がこもって
いれば、生徒の心に響く。『名言セラピー』や『恋する日本語』からの
引用をコラムとして紹介するのも効果的。（滋賀県）

テーマ：読んでもらえる「クラス通信」の
 工夫・アイデア

WEBサイトには紙面に載りきらなかったヒントも掲載
キャリアガイダンス.net ≫「進路指導、私の工夫」をチェック！

進路指導、私の工夫
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知

知

知

知

※ダウンロードサイト：キャリアガイダンス.net≫クラス担任のためのキャリアガイダンスvol.19 2013.11


